
 

 

 

 

 

 

 

 極点図から配向度の指標計算を行う 
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概要 

 本ソフトウエアは、極点測定データに対し、バックグランド処理、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、疑似規格化 

   処理を行った、ＴＸＴ２（α、β、極密度）データに対し、Ｒａｎｄｏｍレベル（極密度１．０）に 

   対する二乗和を計算するソフトウエアである。 

 

 

計算 

 Ｇｒ：  ｒａｎｄｏｍ係数 

 Ｉ（α、β）： 疑似規格化強度 

  

 Ｃｒ＝ΣΣ（１－Ｉ（α、β））＊（１－Ｉ（α、β）） 

入力データ 

 ３Ｄ－ＥｘｐｒｏｌｅやＯＤＦＰｏｌｅＦｉｏｇｕｒｅ２ソフトウエアの計算結果ファイル 

 （α、β、極密度）データ 

 

  

 

 

 

 

 

 



プログラムを直接起動 

 C:¥CTR¥bin¥RandomLevelCalc.jar プログラムをダブルクリック 

 

ODFPoleFigure2 プログラムの ToolKit->PoleOrientationTools->RandomLevelCalcを起動 

  

 

  

 

 



プログラムの操作方法 

 

  ＴＸＴ２ファイルの選択、極点図が表示される。     ＴＸＴ２データを表示   

 

   計算が開始され、結果が表示される。 

ＴＸＴ２ファイルの選択 

 

ファイル名と極点図が表示される。 



Ｌｉｓｔで入力データが表示される。 

 

Ｃａｌｃで計算結果Ｃｒが表示される。 

 

縦軸は、β方向の二乗和をα方向にプロット（α＝９０は極点図の中心） 

画面上をマウス右クリック、Printで印刷が可能になります。 



 


